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　自然界の秋の
恵みといえば、
まずヤマブドウ
が思い浮かびま
す。ヤマブドウ
は天上界から降
りてきたカムイ

（kamuy－ 神 ）
とされています。アイヌ語ではヤマブドウはハッ（hat）、
ブドウ蔓

つる

はハップンカル（hat－ヤマブドウ punkar－蔓）
です。利用法は実を食するだけでなく、多岐にわたっ
ています。食に関するものでは、発酵させて果実酒に
するのはもちろんのこと、実だけではなく葉・ハッハム
フ（hat－ヤマブドウ ham （－uhu） －葉）もブドウ蔓の
芽・ハッレキヒ（hat－ヤマブドウ rek （－i－hi） －髭

ひげ

）
も酸味があるので絞った汁を調味料として使ったり、イ
ワナやヤマベなどの焼き魚や肉を、ブドウの葉のお皿に
盛り付けたりしました。調理された食材の熱で葉から
はブドウの香が立ち上ります。高級料亭でやっていそ
うなブドウの葉の利用法です。ブドウ蔓もさまざまに活
用されていました。ブドウ蔓の外皮は固いので、外側
の皮がめくれてくる春先に、内側の皮をブドウのために
１ 枚だけ残して採取します。植物を採取する場合にも、
植物の保護や自らのために一部残すのがアイヌの人々
が守ってきた約束ごとです。
　また、落葉樹に絡む蔓は切らず、常緑樹に絡む蔓は
切ってもよいというきまりもありました。落葉樹の蔓の
実は甘いので、人間以外の生き物が利用できるように
なるべく残し、人間は常緑樹の蔓を切って使いました。
人間が自然を自分たちに都合のよいように使ってもよ
い、という考え方からはこのような配慮は生まれないで
しょう。
　ヤマブドウの皮は細かく裂いて、草履を作ったり縄
をなったりしました。ブドウ蔓で作った草履は、水を吸
収しにくく滑り止めになるので、苔

こけ

で滑りやすい河原歩
きにも使われました。また、山中で大雪に遇

あ

った場合
には、ブドウ蔓でかんじきを作って無事に家に戻ること
もできました。ブドウ蔓を編んで作る縄・ストゥカプハ

リキカ（sutukap－
ブドウヅルの内皮 
harkika－ 縄 ） も
大変丈夫で、家を
建てる際、建材の
結束として利用さ
れました。ブドウ
蔓は、火にあぶっ

て柔らかくして使いますが、冷えると非常に硬くなるた
め、建築素材として最適でした。
　ヤマブドウの茎や皮は煎じて薬としても用いられま
した。皮には抗酸化物質が含まれているという研究結
果もあります。ブドウ蔓を材料とするイヤリング・ニン
カリ（ninkari－耳輪）もありました。正装時には、耳
に大きな金属製のイヤリングをしますが、この金属製
のイヤリングは大陸から物々交換で得た貴重なものな
ので、普段にはせず、穴が塞がらないようにブドウ蔓
のイヤリングをしていました。ブドウ蔓のカムイ（神）
に守ってもらうという意味もあったのかもしれません。
イヤリングをするのは縄文時代早期からの風習とされ、
世界各地でもみられます。アイヌの女性だけでなく男
性も小さめのイヤリングをしました。イヤリングをする
ための穴は、まず針で耳に穴をあけて布を通し、布に
油を塗ります。傷の治りを早めるという熊の油がベスト
です。この作業は赤ちゃんのときにするのですが、塞
がらないように糸か細い布を通しておき、子どもが少し
大きくなるとハルニレの樹皮から作った赤い布を下げ
ておきました。
　秋の恵みにはヤマブドウのほかに、ノブドウもありま
す。実が白いうちは甘い汁がありますが、色が変わる
につれ中身がスカスカになり食用には適しません。し
かしヤマブドウと同じく、蔓を縄の材料として使うこと
ができ、さらに煎じた汁で体を洗ったり、蔓をまとめて
お風呂に入れたりすると神経痛やリューマチによく効く
そうです。
　ブドウだけでもこのように多種多様の利用方法があ
り、アイヌ民族の自然についての深い洞察力や知恵に
は驚くほかありません。
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